
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 
令和７年度 職員紹介 よろしくお願いします 
 
                                            
                     
 

   
 

 ※10/31（金）雨天の場合５・６年生の下校時間が変更となります。 
 

１１月の主な行事予定（予定が変更になる場合もあります。ご了承ください。） 

 

 
 

 

１０ 月 の 行 事 予 定 下  校  時  刻 

日 曜 行   事 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

１ 水 
短縮４校時日課 
芸術鑑賞教室 

      

２ 木 
短縮４校時日課 
夢・アート展巡回展～10/7 

      

３ 金 短縮４校時日課       

６ 月 平常日課再開       

７ 火 不審者対応訓練       

８ 水 
５･６年委員会活動 
教育相談日 

      

９ 木 １年生校外学習       

10 金 ３年生校外学習       

13 月 スポーツの日       

14 火        

15 水 ４・５・６年クラブ活動       

16 木        

17 金 
前期終業式 
全校５校時日課 

      

20 月 
後期始業式 
５･６年運動会係児童打合せ 

      

21 火 全校奉仕活動       

22 水 
千教研船橋支会 
短縮４校時日課 

      

23 木 歯科相談       

24 金 ２年生町探検       

27 月        

28 火 運動会全体練習       

29 水 ５･６年運動会係児童打合せ       

30 木        

31 金 運動会前日準備       

1 日 運動会 ※雨天順延 14 日 全校５校時日課 

2 日 運動会予備日 19 日 千教研船橋支会  

3 日 文化の日 23 日 勤労感謝の日 

4 日 振替休業日 24 日 振替休日 

5 日 
全校朝会 

５･６年委員会活動 
27 日 

５年一宮校外学習① 
給食試食会 

12 日 ４・５・６年クラブ活動 28 日 ５年一宮校外学習② 

13 日 
就学時健診 
１～５年特別３校時日課  
６年４校時日課  

  

  

  

船橋市立習志野台第一小学校 

学校だより  令和７年度 

校 長    清水 礼子 

令和７年 １０月２日発行 

℡０４７－４６６－１０１０ 

学校教育目標「やる気と思いやり」  
ふかく考える子(知) 豊かな心をつくる子(徳) 自ら鍛える子(体) 

 「役割」にプラスの工夫を 
                      校長 清水 礼子 
 夏休みが明けてあっという間に一ヶ月が経ち、１０月２０日からは、いよいよ 
学年の後半に入ります。９月２４日の本校ホームページでもお伝えしましたよう 
に、子供たちは授業をはじめ、校外学習、陸上練習や部活動など、学校生活の様々な場での学びにが

んばって取り組んできました。後期も、学校教育目標「やる気と思いやり～深く考える子・豊かな心

をつくる子・自ら鍛える子」に向かって、一人一人が成長できるよう、力を発揮してほしいと願って

います。 
 さて、後期には、当番活動や係活動など、個々の「役割」が、どの学級でも新たに決められると思

います。「当番活動」は、給食当番、日直など、学級の生活に必要な仕事です。一方、「係活動」は、

なくても困らないけれど、あると学級がより楽しくなったり快適になったりするもので、子供たちの

アイデアを生かすことができます。その他に、学校には、上級生が運営する委員会活動や児童会など、

学校生活全体に寄与する役割もあります。 
 後期開始を機に、子供たちには、学級や学校のために、何かプラスの工夫を考えて、より主体的に

これらの役割を果たしてほしいと思います。プラスの工夫は、小さなことでもよいのです。例えば、

黒板消し係では、「黒板だけでなく、黒板消しが真っ白になっていたらクリーナーできれいにしよう。」

とか、児童会活動で取り組んでいる「挨拶運動」を自分の教室でも係としてやってみようなど、みん

なの役に立つと思うことをあれこれと考えてやってみようと思うことに、大きな価値があります。 
 子供たちは近い将来、自立して生きていくために職に就きます。そこで、「誰かの役に立っている」

という実感をもちながら働くことができる人は、賃金という報酬の他にプラスの喜びを得ながら働く

ことができます。また、定年退職後も仕事をしたりボランティアをしたりするなどにより、社会への

貢献を希求される方も多いと聞きます。これらは、心理学者のアドラーが唱えた「他者貢献」という

考え方、マズローの欲求段階説の中の「承認欲求」にも通じる人間の基本的な心理行動で、生きる上

での充実感や幸福感につながるものと考えられます。 
 子供たちには、他者に貢献しようとする気持ちをもち、周りの人々とよい関係を築きながら充実し

た人生を送って欲しいものですね。ご家庭でも、日常生活の中で「人の役に立つこと」や「工夫して

仕事をすること」の価値について、お子さんの発達段階に応じて話題にしていただけますと、学校で

の経験とつながり、成長の後押しとなります。どうぞよろしくお願いいたします。 


